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国立大学法人秋田大学教職大学院  
共催：教育文化学部附属教職高度化センター、秋田大学教職課程・キャリア支援センター 

後援：秋田県教育委員会、秋田市教育委員会 

テーマ：令和の日本型学校教育の構築 
“発達障害の今”－新たな支援の展開に向けて－ 

【NITS・秋田大学教職大学院コラボ研修】 
第 14 回あきたの教師力高度化フォーラム 

  （2／17開会行事・学部院生発表、2／18現職院生発表、講演、シンポジウム） 

開催日時：講演・シンポジウム令和 5 年 2 月 18（土）12 時 45 分～16 時 00 分 
開催場所：秋田大学（秋田県秋田市手形学園町１―１） 
参加人数：1 日目は総数（126 人）県内 26 人県外 0 人学内 100 人 

2 日目は総数（104 人）県内 42 人県外 10 人学内 52 人 

内容：＜講演＞秋田県立医療療育センター：小児科･メンタルヘルス外来 渡部泰弘 
＜シンポジウム＞シンポジスト：秋田大学医学部附属病院臨床心理士 渡邉真由美・ 

秋田大学教育文化学部准教授 鈴木徹・秋田県教育庁特別支援教育課指導主事 工藤智史、 
コメンテーター：渡部泰弘、コーディネーター：秋田大学教育文化学部教授 武田篤、 

・基調講演「発達障害とその周辺－医療の現場から－」障害の状況を山に例えると頂上ははっきりと見えるが、
裾野は見えにくい。だからこそ家庭や学校で不適応への対応の力を付けることが大事である。一次障害、二次障
害の考え方紹介。自閉症スペクトラムは基本的には関係性の問題で、他者との関わりは大きい。学級経営が大
切である。医療や相談機関とつなぐためには保護者も心配した段階で相談を勧めることが大事。医療・相談機
関にはできるだけ適切な情報提供をお願いする。いくつかの具体事例の紹介。近年ゲーム・ネット依存の治療が
増えている。インターネット依存度テスト（IAT）という簡便な方法があるので活用して欲しい。ゲーム･ネット依存
の背後には発達障害が疑われる場合もある。外来での対応には限界がある。興奮かんしゃく ADHD 症状に効く
薬はあるが、ゲーム依存そのものに効く薬は無い。特性の理解で保護者も対応しやすくなる。 
・渡邉氏からは不登校と発達障害について提言。文科省調査結果などをもとに現状紹介があり、不登校の患者
に占める発達障害の割合等を紹介。症状としての障害は医学的治療、能力としての障害は福祉や教育が対応
すべきである。自力解決ができるかどうかの判断が大切で、長期的な支援が大事である。鈴木氏からは場面緘
黙と ASD との関係について、場面緘黙の多くは ASD の傾向を持つことを定量的に明らかにした自身の研究結
果を紹介し、話せないことへのサポート＋ASD 特性に配慮したサポートが大事であることを提言。工藤氏は発達
障害のある生徒の自己有用感を育む授業づくりについて実践事例が紹介された。特に地域資源活用して地域
と協働しながらの実践は学校と地域が目標を共有すること、活動の言語化や教師からの価値付けが大事であ
り、それらが自己有用感の高まりにつながることを提言。このあと、コメンテーターから教育の中で不適応を防ぐには
どうしたらよいかとの視点のもと、会場の参加者も加わったディスカッションが行われ、活発な意見交換が続いた。
問題があるから何とかしなくては（マイナスからゼロへ）ではなく、目の前にいる子をもっとよくしていこう（ゼロからプ
ラスへ）そんな支援をみんなで考えていこうというコーディネーターの言葉で締めくくられた。 

成果：不適応を前にした現場教員の新たな視点が開け、頼れる人や場所の引き出しが増える結果になったと
思われる。アンケート結果（回答数 58）からはとても満足（51 人）どちらかというと満足（5 人）で合わせ
ると 96．6％になった。アンケート記述からは発達障害をどう受け止めて教育現場で子供にとって適切な支援
をするかの大切さを感じた、学校経営・学級経営・授業改善などは発達障害への対応という視点でも大切で
あることが分かった、子の障害を認めない保護者やグレーという言葉の安易な使用などを反省する機会になった
などの意見が寄せられた。また、オンラインでの運用工夫やこれから取り上げて欲しいテーマ、内容などの要望や
意見が寄せられ、今後の開催に向けて工夫すべきヒントをもらうことができた。  

アイディアや工夫したこと： 

・コロナの感染状況と遠隔地からの参加を考慮して、対面とオンラインによる参加の 2 通りの参加方式を採用して
参加者の利便性にも配慮した。 
・院生の研究成果発表の機会と講演・シンポジウムを合体した開会とすることで大学院への興味・関心の高まり
と教育の現代的教育課題への対応研究の深まりに通じるよう企画運営を行った。 
・中教審答申が取り上げる提言等について、県内に在住する身近な人物等に登壇してもらい、議論することによ
って、今何が求められ、どのようにするべきかの具体的なヒントを参加者がより身近で希望をもてる雰囲気とした。 
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＜講師：渡部泰弘＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜シンポジスト：渡邉真由美＞    ＜シンポジスト：鈴木徹＞      ＜シンポジスト：工藤智史＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜コーディネーター：武田篤＞ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ディスカッションの様子＞                 ＜本事業のパンフレット＞ 

 


